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3月の人口動態
男 7，301 出生 12
女 8，'¥06 死亡 12
計 15，407

世得数 3，956
〔末日現在〕
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{意

甲車一自

一
昭
和
四
十
三
年
度
一
般
会
計
才
入
才
出
予
算
案
な
ど
を
審
議
す
る
た
め
一

一
の
三
月
定
例
町
議
会
は
、
コ
一
凡
十
五
日
か
ら
三
月
二
十
一
日
ま
で
の
七
日
-

一

間

に

わ

た

っ

て

関

か

れ

ま

し

た

。

一

一
会
期
中
に
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
新
年
度
予
算
な
ど
三
十
三
議
案
で
、
一

一
い
ず
れ
も
原
案
の
通
り
可
決
決
定
し
、
一
週
間
の
会
期
を
終
り
ま
し
た
。
一

一
こ
の
議
会
で
決
っ
た
お
も
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。
↑

従
来
、
一
二
本
の
柱
(
産
業
開
発
、
教

議

案

一

育

振

興

、

公

共

事

業

)

を

軸

と

し

た

政

①
長
浜
町
水
道
事
業
設
置
条
例
一
策
の
才
二
段
階
を
迎
え
た
今
年
度
は
、

従
来
、
水
道
事
業
は
町
公
食
事
業
課
一
重
点
主
義
的
施
策
の
挺
進
に
よ
り
財
政

が
そ
の
業
務
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
一
の
健
全
化
を
は
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し

年
度
か
ら
公
営
企
業
法
の
荊
用
を
受
け
一
た
。

て
独
立
採
算
制
に
よ
る
水
道
課
が
新
し
一
一
般
会
計
予
算
二
九
九
、
四
二

C
千
円

く
設
置
さ
れ
と
の
事
業
に
あ
た
る
こ
と
一
特
別
会
計
予
算
一
四
六
、
。
六
六
千
円

に

な

り

ま

し

た

。

一

(

国

民

健

康

保

険

)

八

六

、

五

一

四

千

円

ω上
水
道
事
業
給
水
条
例
一
(
国
民
健
康
保
険
直
営
診
療
所
)

@

手

数

料

条

例

の

全

文

改

正

一

六

、

一

二

二

千

円

④
火
葬
場
設
置
、
管
理
及
び
使
用
条
例
一
(
港
湾
施
設
)
二
一
.
九
四
六
千
円

の

一

部

改

正

一

(

青

島

航

路

)

四

、

五

七

三

千

円

③
水
族
舘
設
置
条
例
の
一
部
改
正
一
(
農
業
茎
盤
整
備
機
械
)

⑥

北

ハ

葬

墓

地

使

用

料

及

び

使

用

料

条

例

一

二

、

四

七

一

千

円

の

一

部

改

正

一

へ

農

業

共

済

事

業

)

一

八

、

四

七

一

千

円

⑦
助
産
婦
施
設
使
用
料
徴
収
条
例
の
一
一
(
統
合
中
学
校
建
設
事
業
)

部

改

正

一

コ

一

一

二

、

七

八

O
千
円

向
清
掃
条
例
の
一
部
改
正
一
こ
の
他
に
公
営
企
業
で
あ
る
、
長
浜

以
上
八
議
案
の
決
定
内
容
に
つ
い
て
一
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
は
次
の
通
り

は

二

面

に

掲

載

し

ま

し

た

。

-

で

す
n

一
判
長
浜
町
立
中
学
校
設
置
に
関
す
る
条
一
歳
入
二
一
、
五
九
一
千
円

例

の

一

部

改

正

一

歳

出

二

四

、

九

一

二

干

円

こ

れ

ま

で

、

一

ム

二

一

、

一

一

一

一

二

千

円

長

浜

町

立

長

浜

中

学

校

長

浜

校

舎

一

議

選

同

大

和

校

舎

一

①

長

浜

町

選

挙

管

理

萎

員

会

委

員

お

よ

同

大

和

才

一

校

舎

一

ぴ

同

補

充

員

選

挙

同
大
和
分
二
校
舎
一
任
期
満
了
に
と
も
な
う
間
選
挙
の
結

同

櫛

生

校

舎

一

臭

次

の

方

が

選

任

さ

れ

ま

し

た

。

同

青

島

校

舎

一

選

挙

管

理

委

員

長

増

田

晴

茂

氏

と
あ
る
を
「
長
浜
中
学
枚
」
に
改
正
一
選
挙
管
理
委
員
長
職
務
代
理
者

な

お

、

出

海

中

学

校

に

つ

い

て

は

、

↑

窪

増

見

氏

従
来
通
り
で
、
長
浜
町
立
「
出
海
中
学
一
選
挙
管
理
委
員
畑
山
鶴
夫
氏

校

」

で

す

。

一

酒

井

親

氏

⑦
昭
和
四
十
三
年
度
一
般
会
計
予
算
お
↑
間
挙
管
理
委
員
補
充
員

よ

び

特

別

会

計

予

算

土

居

孝一一良氏

路

町

災

査

議

…

一

次

に

負

制

一

品

目

、

持

酢

金

は

極

力

廃

士

、

道

査

道

倹

話

一

一

止

削

戒

心

方

迭

を

日

一

日

じ

、

ま

ず

郡

の

町

出

一

肌

区

検

農

工

列

一

一

i
j

地

工

U
心

変

主

託

手

一

γ

…
一
r

♂
会
な
ら
び
に
町
村
議
長
会
等
が
手
本

竣

会

齢

が

皆

員

給

事

リ

一

一

を

一

E
3べ
く
事
務
局
宇
一
廃
し
て
町
村
会

一

角

菜

止

口

部

会

度

業

協

委

;

堅

一

一

一

J

び

事

申

致

員

年

事

営

山

呂

同

級

会

与

一

一

吉

氏

一

万

在

の

町

村

に

お

い

て

事

務

処

理

を

よ

各

税

誘

委

位

日

遅

達

d

学
力
出
ス
日
一
す
る
主
ど
、
そ
の
他
外
部
出
係
、
町
内

3

お

良

得

場

業

和

復

保

議

日

7
人

出

生

…

一

z
v

同

一

上

出

叩

加

工

農

昭

吉

国

町

引

プ

も

う

削

式

一

一

名

種

目

体

に

つ

い

て

も

当

分

支

出

の

規

一
制
を
づ
事
つ
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

臼

日

日

日

日

日

日

日

・

一

5

7

8

2

3

5

5

7

一
一
た
収
入
一
回
に
お
い
て
は
、
使
用
料
、
手

4

1

E

n

ノ

』

n

r

'

h

‘
一

-

H

一
数
料
等
こ
と
当
分
す
え
霞
ぎ
だ
っ
た
も

久
保
熊
男
氏
一
事
者
職
員
は
も
と
よ
り
、
議
会
委
員
会
を
は
か
る
と
と
も
に
、
と
れ
を
補
フ
万
一
の
を
あ
る
程
度
一
望
由
定
な
ら
ぬ
(
組
問
内

中
野
浩
氏
一
等
町
政
関
係
者
及
び
町
民
各
位
の
知
恵
途
と
し
て
国
県
の
行
う
公
共
事
業
の
大
一
で
値
上
を
実
施
し
受
読
者
負
担
の
適
正

S
E
l
i
z
-
-
m
E

可E
2
2
進
氏
一
と
総
力
安
結
集
し
て
こ
れ
を
克
服
し
;
推
進
を
は
か
り
、
地
域
開
発
産
業
基
一
高
し
つ
つ
一
般
財
源
の
つ
ぎ
込
み
を

i

-

い
と
覚
悟
し
、
ま
た
協
力
を
期
待
し
て
慌
の
育
成
に
遅
れ
を
生
じ
な
い
よ
う
努
一
防
い
で
投
資
的
経
費
に
回
す
よ
う
に
し

い

る

。

カ

を

は

ら

う

つ

も

り

で

あ

る

。

一

た

い

と

思

っ

て

い

る

。

そ
の
主
要
な
内
容
に
つ
い
て
は
、

水i易地区道路舗装、大

屋地区道路の新設、道

d日

昭
和
四
十
三
年
度
の
一
般
会
計
お
よ

び
、
特
別
会
計
当
初
予
算
を
提
出
す
る

に
あ
た
っ
て
、
町
長
は
本
年
度
に
対
す

る
行
政
の
方
針
を
次
の
と
お
り
披
歴
し

ま
し
た
。

分
一
期
四
年
、
芳
二
期
目
一
年
間
の

過
去
五
年
間
を
通
し
て
、
当
初
か
ら
常

に
提
唱
し
て
い
た
産
業
開
発
、
教
青
振

興
、
公
共
事
業
推

進
の
三
本
の
柱
を

斡
と
し
た
諸
施
策

諸
事
業
も
、
大
体

才
一
の
段
階
を
終

え
て
、
新
た
な
る

芳
二
の
段
階
へ
移

ろ
う
と
し
て
い

る。

社
会
福
祉
専
門
委
等
の
設
置
一
特
に
上
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
地

示
三
番
目
に
は
、
社
会
福
祉
民
生
安
一
方
公
宮
企
業
法
の
適
用
を
契
除
と
し
て

定
の
関
係
で
、
木
町
は
従
来
こ
の
面
に
一
独
立
採
算
赤
字
財
政
再
建
の
確
立
を
は

つ
い
て
の
施
策
施
設
に
つ
い
て
は
、
県
一
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
に

下
市
町
村
中
に
お
い
て
も
決
し
て
遅
れ
一
つ
い
て
は
特
に
町
民
各
位
の
理
解
と
協

を
と
っ
て
い
な
い
と
信
じ
て
い
る
。
一
力
を
隠
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
つ

漸
進
的
に
こ
れ
ら
の
施
策
腕
設
に
つ
一
て
い
る
。

い
て
更
に
充
実
を
は
か
る
と
と
も
に
、
干
以
上
、
新
規
的
な
考
え
方
の
外
に
、

四
十
三
年
度
と
し
て
は
櫛
生
保
育
所
の
一
太
年
大
い
な
る
期
待
と
生
命
を
か
け
て

一
般
保
育
所
へ
の
昇
格
、
社
会
福
祉
専
一
取
り
組
ん
で
ぎ
た
特
別
開
発
事
業
に
つ

門
員
の
設
置
ま
た
専
任
婦
人
交
通
指
導
一
い
て
触
れ
て
み
る
と
、
木
町
の
地
型H

安
員
の
設
置
等
を
計
画
し
て
い
る
。
一
歴
史
的
特
性
等
に
マ
ッ
チ
し
、
こ
れ
を

い
ず
れ
も
現
下
の
社
会
情
勢
下
に
お
一
い
か
し
、
と
こ
か
ら
大
い
な
る
発
展
を
一
昭
和
四
十
三
年
三
月
一
日
付
で
、
法

い
て
緊
急
な
も
の
で
あ
り
、
町
民
福
祉
一
期
待
す
る
と
こ
ろ
の
工
場
誘
致
、
フ
エ
一
務
大
臣
か
ら
次
の
二
名
の
方
が
長
浜
町

リノ
l
就
航
、
造
船
一
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

ド
ッ
ク
設
置
は
既
一
長
浜
町
大
字
長
浜
大
田
武
豊
氏

長

に

一

部

事

業

が

そ

一

長

浜

町

大

字

豊

茂

亀

田

四

郎

氏

町

一

の

緒

ト

に

つ

い

て

い

一

人

権

擁

護

委

員

は

公

務

員

に

よ

る

不

一
る
が
四
十
三
年
度
一
当
な
圧
迫
‘
差
別
待
通
、
強
制
圧
迫
、

一
は
、
こ
の
開
発
事
一
名
誉
信
用
侵
害
、
借
地
借
家
問
題
、
家

拡

大

推

進

を

提

唱

一

業

に

全

力

を

そ

そ

一

庭

問

題

な

ど

人

権

問

題

で

悩

ん

で

い

る

一
ぐ
べ
合
年
で
あ
る
一
人
の
相
談
に
一
乗
っ
て
く
れ
ま
す
か
ら
、

』

襲

酷

桝

こ

量

冒

培

告

を

《

¥

」

と

決

意

し

て

い

る

一

い

つ

で

も

遠

慮

な

く

ご

相

談

く

だ

さ

い

z
a
z
i
1
;
J
1
4
4

そ
の
根
本
理
念

-
2、
相
談
集
号
、
秘
密
は
回

『

刊

に

お

い

て

は

、

要

一

く

守

ら

れ

ま

す

。

小
学
校
に
つ
い
て
も
従
来
と
異
り
、
一
安
寧
秩
序
の
増
進
に
寄
与
す
る
も
の
と
一
す
る
に
海
の
町
、
長
浜
に
と
っ
て
瀬
戸
一
(
大
字
櫛
生
の
岡
崎
愛
次
郎
さ
ん
は
辞

併
設
的
な
中
学
校
の
廃
止
と
新
た
な
卒
一
確
信
し
て
い
る
。
一
内
海
時
代
に
は
ば
た
ま
、
海
を
通
じ
て
一
任
き
れ
ま
し
た
o

)

業
生
が
機
能
の
優
れ
た
統
合
中
学
校
へ
一
人
件
費
物
件
費
等
も
節
減
一
発
展
し
て
ゆ
〈
基
礎
高
め
る
も
の
で
「

1
1
1
1
1

進
学
す
る
こ
の
意
義
を
重
視
し
て
、
こ
一
示
四
番
目
と
し
て
、
太
町
財
政
の
健
一
あ
り
、
あ
わ
せ
て
大
洲
線
あ
る
い
は
海
ニ

れ
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
内
界
を
確
立
す
一
全
化
の
問
題
で
あ
る
が
、
初
め
に
述
べ
一
岸
線
等
号
坦
一
改
良
の
促
進
を
は
か
り
、
一
一

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
o

一
た
よ
う
に
、
財
政
機
能
の
変
化
主
主
後
背
地
と
の
連
携
を
強
化
し
な
け
れ
ば
一
一

3

的

視

野

に

お

い

て

解

決

す

べ

き

財

政

一

な

ら

な

い

。

孟

T
L

計
画
が
必
要
か
と
考
え
る
。
こ
の
一
財
政
の
収
縮
期
を
迎
え
た
四
十
三
年
孟
闇
判
吋
「
れ

た
め
の
処
置
と
し
て
人
員
整
理
に
よ
一
度
と
し
て
各
種
単
独
事
業
は
方
二
義
と
孟
盟
M

H

I

リ

る
人
件
費
の
節
減
、
あ
わ
せ
て
困
十
三

τ、
特
別
開
発
事
業
と
県
営
あ
る
い
は
孟

F

J

1

年
度
に
お
い
て
は
町
三
役
お
よ
び
議
一
公
共
事
業
の
推
進
拡
大
と
ま
一
の
章
一
一
揮
ー
門

会
委
員
会
等
、
非
常
勤
特
別
職
報
酬
一
点

E
Rと
し

て

行

政

効

果

の

増

進

を

期

孟

毎

耳

目

の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
一
時
停
止
を
す
る
一
し
た
い
と
思
う
。

-

Z
弘

τー

な

ど

人

件

費

の

圧

縮

を

は

か

り

た

い

と

一

結

び

孟

鑓

丹

考
え
て
い
る
。
ま
た
物
件
費
は
特
に
節
一
私
の
と
っ
て
す
た
町
政
推
進
の
方
法
二
広

l
幅

減
を
は
か
り
、
備
口
町
等
の
新
規
購
入
一
と
し
て
は
ひ
と
つ
の
転
換
期
を
迎
え
た
一
一
罷
誌

を
抑
制
し
、
最
少
限
度
の
経
費
で
事
務
一
と
も
言
え
る
の
で
あ
っ
て
、
今
後
み
な
孟
培
古
川

を
処
理
す
る
習
慣
を
助
長
し
た
い
と
考
一
さ
ま
の
ご
協
力
を
得
て
現
在
の
町
の
実
一
一

え

て

い

る

。

一

法

の

上

に

健

全

で

た

く

ま

し

い

発

展

の

一

「

1
1
1
1
1
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優
れ
た
教
育
内
容
の
確
立

一
長
浜
中
学
校
の
実
質
統
合
の
時
期
を

迎
え
、
こ
の
画
期
的
事
業
の
効
果
を
鼓

犬
に
発
揮
す
べ
く
設
備
備
品
の
充
実
、

寄
宿
舎
お
よ
び
ス
ク
ー
ル
ハ
ス
の
運
営

補
助
等
通
学
施
設
建
営
の
万
全
を
は
か

り
、
更
に
芳
二
期
工
事
と
し
て
い
る
屋

内
体
育
場
の
建
設
を
推
進
し
、
計
画
ど

5
り
の
義
務
教
育
の
向
上
に
全
力
を
つ

く
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

特
に
こ
の
新
し
い
体
制
に
直
接
担
当

さ
れ
る
教
職
員
各
位
に
は
格
別
の
奮
起

と
努
力
を
騒
い
た
い
と
熱
望
す
る
。

こ
の
芳
二
の
段

階
と
は
、
政
府
に

よ
る
国
家
財
政
の
影
響
と
本
町
独
自
の

先
行
投
資
的
諸
事
業
の
推
進
の
結
果
等

か
ら
町
財
政
の
応
能
が
変
化
を
生
じ
て

き
つ
つ
あ
り
、
従
っ
て
こ
れ
に
対
処
し

つ
つ
町
政
を
進
展
さ
せ
、
い
か
な
る
方

途
を
講
ず
べ
き
か
、
更
に
日
々
変
化
し

つ
つ
あ
る
社
会
情
勢
に
対
応
し
て
、
い

一
か
な
る
施
策
を
樹
立
す
べ
き
か
に
つ
い

-
て
新
た
な
る
角
度
か
ら
の
検
討
を
要
す

一
る
段
階
に
入
っ
た
と
思
う
。

こ
こ
に
お
い
て
本
町
の
将
来
、
特
に

四
十
三
年
度
に
お
い
て
は
従
来
の
三
本

の
柱
の
確
立
を
計
り
な
が
ら
も
総
花
主

を
廃
し
、
超
重
点
主
義
政
策
に
よ
り
少

な
い
経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
工

夫
と
努
力
が
肝
要
で
あ
る
と
思
う
。
そ

の
為
に
は
、
か
な
り
思
い
切
っ
た
人
件

費
、
物
件
費
等
消
費
的
経
費
の
節
減
を

は
か
り
、
た
り
な
い
と
こ
ろ
は
我
町
理

i施 i
i政 i
i方;
;針 i

公

共

事

業

の

露目
公
共
事
業
の
大
巾
推
進

芳
二
番
目
に
は
、
産
業
基
盤
の
整
備

で
、
こ
れ
は
最
初
述
べ
た
と
う
り
、
農

道
、
林
道
、
漁
港
等
大
き
な
も
の
が
大

体
一
段
落
し
、
加
え
て
単
独
事
業
債
の

許
可
が
得
ら
れ
に
く
い
な
ど
の
事
情
も

あ
っ
て
大
巾
に
圧
縮
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
あ
く
ま
で
も
計
画

性
を
失
わ
ず
多
少
の
事
業
て
ん
ぼ
は
遅

れ
て
も
緊
急
必
要
な
も
の
は
重
点
的
に

こ
れ
を
手
が
け
、
で
、
}
ぜ
る
限
り
の
前
進

一

i
1
3
H看
1
1
4
5
4
J
1
1
4
l
i
f
t
r
4
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1
e
~

構
想
を
樹
立
し
た
い
と
念
願
し
て
止
ま

ふはい。当
初
予
算
の
審
議
に
あ
た
り
、
以
上

大
綱
を
披
歴
し
ま
し
た
が
、
よ
ろ
し
く

ご
批
判
ご
掛
酌
を
給
わ
り
た
い
。
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で
も
遠
慮
な
く

ご
相
談
く
だ
さ
い
グ

人
権
擁
護
委
員
に

大

田

武

豊

氏

亀

田

四

郎

氏
暮らす日々
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数
料
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円
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一
六
、
共
]
崎
直
日
頃
料
二
市
川
M
片

|

日

清

一
七
ト
山
道
使
用
ほ
円
減
門
戸
川
[
つ
い
「

i

l

l
一
一
ほ
円

一
八
、
給
水
停
止
廃
止
申
請
手
↑

一

数

料

一

一
九
、
給
水
工
事
設
計
手
数
料

手 数 料 お よ ぴ 検 査 料

五

材
料
検
査
手
数

e、料
1 ク|

li'X.. "/J5:. 'tJ，. 幸a望室主

て
給
水
工
事
設
計
一
香
査
手

時
パ
い
吋
叶
1

1
1什

二
一
、
改
良
@
増
設
・
廃
止
。

検
査
手
数
料

一
個
に
つ
き

消
火
栓
一
個
に
つ
い
て

そ
の
他
類
似
し
た
物
件
に
対
す
る
金
額
に

準
じ
町
長
が
定
め
る

一周門府民

F
〕

長

浜

高

校

の

定

員

対

に

つ

る

泊

二

回

一

一

戸

弘

一

司

定
，

一

一

同

一

一

戸

川

品

開

宗

一

一

…

い

て

、

ど

の

よ

う

な

対

拠

を

子

え

て

た

…

一

十

二

い

る

か

。

る

か

…

一

1

L

一

…

ま

た

、

高

校

志

望

さ

員

入

学

と

ま

た

、

株

式

募

集

に

力

を

入

れ

る

…

一

五

し

ら

せ

の

回

覧

は

い

た

し

ま

せ

ん

u

…
い
う
線
に
つ
い
て
、
協
力
す
る
考
え
場
合
に
お
い
て
、
経
営
不
振
に
よ
る
一

…

が

あ

る

か

。

(

小

川

儀

三

郎

)

際

の

当

町

へ

の

経

済

的

影

響

に

却

す

…

一

庁

こ

の

欄

と

有

線

放

送

は

必

ず

控

え

て

…
門
答
弁
〕
県
立
高
校
の
た
め
、
直
接
る
配
慮
が
さ
れ
て
い
る
か
。
(
小
川
…
一

…

管

理

運

営

の

責

任

と

権

限

は

な

い

が

儀

三

郎

)

土

利

用

し

ま

し

ょ

う

H

…
同
日
時

J
N
J日
片

山

刊

誌

い

れ

M
V刊
日
目
白
日
…
一

t

予

定

変

更

の

時

は

有

線

放

送

で

お

し

…
と
が
な
い
よ
う
に
、
陳
情
、
努
力
し
共
事
業
に
お
い
て
九
十
九
パ

l
セ

ジ

…

一

ら

せ

し

ま

す

8

…
た
い
と
思
っ
て
い
る
υ

(

教
育
長
)
ト
で
き
る
見
通
し
を
立
て
て
い
る
。
一

山

質

問

〕

中

学

統

合

に

よ

っ

て

の

教

現

在

、

公

募

期

間

は

終

っ

て

い

る

ご

。

…
育
効
果
を
あ
げ
る
上
で
、
優
秀
な
教
の
で
、
再
公
募
し
て
ゆ
く
考
え
は
な
…
一

V
結
核
〔
ツ
反
@
ツ
反
検
診
お
よ
び
B
一
5
月
刊
日
日
1
時
泊
分

I
2時
櫛

生

小

…

員

配

置

の

見

通

し

が

つ

い

て

い

る

か

い

。

…

一

C
G
)
予
防
接
種

EJ校
で
(
一
般
、
小
、
保
)

ま

た

、

約

束

さ

れ

た

教

員

配

置

が

官

貝

問

問

凶

「

広

報

な

が

は

ま

」

の

報

…

一

門

該

当

者

回

一

5
月
刊
日
1
時
初
分
l
2
時

今

坊

隣

…

で

き

る

か

。

道

の

あ

り

方

に

誤

り

が

あ

っ

た

の

で

…

一

(

結

核

ツ

反

)
G
才
か
ら
満
羽
才
ま
で
一
保
館
で
(
一
般
、
小
、
保
)

な
お
、
小
学
校
教
員
に
つ
い
て
も
は
な
い
か
0

(

芳

一

三

三

号

、

財

政

…

一

の

者

一

5
月
泊
目
1
時
記
分
1
2
時

柴

小

学

一
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。
状
況
の
公
表
に
つ
い
て
指
摘
)
(
小
川
土

(
B
C
G
)
ヅ
ベ
ル
ク
リ
ジ
陰
性
者
の
一
校
で
(
一
般
、
小
)

情

実

に

よ

る

教

員

配

置

の

例

を

関

儀

三

郎

)

…

一

み

一

5
月
幻
自
2
時
泊
分
J
7
3
時

戒

川

小

…
い
て
い
る
が
、
教
員
の
要
望
を
正
し
門
答
弁
凶
町
の
広
報
は
公
的
な
機
関
士
(
母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
)
一
学
校
で
(
一
般
、
小
)

一
5
月
8
日
1
時
1
2
時

ツ

反

長

浜

一

5
月
ロ
日
1
時
刻
分
1
2時
大

和

方

式

3
2
5ミミ
5
2、i
m
…
一
町
体
育
館
で
(
一
般
、
長
浜
保
、
沖
浦
一
一
小
学
校
体
育
館
で
、
(
一
般
、
小
、

四

土

保

、

長

浜

幼

)

一

保

)

…

…

噛

金

重

覇

…

…

一

5
月
刊

E
1
時
1
2
時

ツ

反

検

診

三

5

2

1

分
i
2
時
曲
一
一
言
公
民

Z

翻

融

問

時

種

躍

世

翻

凶

作

ご

一

よ

び

B
C
G

長
浜
町
体
育
館
で
(
二
館
で
、
(
一
般
、
小
、
保
)

W

1

3

4

4

1

1

一

一

一

般

、

長

器

、

沖

浦

保

)

一

5
月

日

1
Z分
l
2
時

今

坊

隣

初
…
一

5
月
刊
日
1
時
1
1
時
間
山
分
ツ
反
↑
保
館
で
(
一
般
、
小
、
保
)

一
白
木
小
学
校
で
(
一
般
、
小
)
一

5
月
引
日
1
時
ぬ
分
1
2
時

柴

小

学

…
く
取
り
入
れ
た
配
置
の
配
慮
が
さ
れ
が
発
行
る
も
の
で
、
と
れ
に
誤
り
や
…
一

5
月
刊
日
1
時
記
分
l
z
時
ツ
反
十
校
で
(
一
般
、
小
)

…
て
い
る
か
o

(

小
川
儀
三
郎
)
適
正
を
欠
ぐ
も
の
が
あ
っ
て
は
な
ら
…
一
戒
川
小
学
校
で
(
一
般
、
小
)
一

5
月
訪
日
1
時
叩
分

/
2
時

戒

川

小

…
門
答
弁
〕
期
待
に
そ
う
よ
う
な
人
事
な
い
し
、
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
誤
り
…
一

5
月
刊
日
5
時
l
3
時
泊
分
ツ
反
一
母
校
で
(
一
般
、
小
)

…
配
置
に
努
力
し
て
い
る
o

(

教

育

長

〉

は

な

い

(

町

長

〉

土

白

滝

公

民

館

で

(

一

一

般

、

保

)

一

5
月
目

?
l時
苧
ハ
ヲ
ー
2
時
大
和
オ

…
門
質
問
〕
財
政
硬
直
化
を
ぎ
た
し
て
〔
質
問
〕
①
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
に
関
…
一

5
月
叩
臼
1
時
1
1
時
加
分
ツ
反
検
一
一
小
学
校
体
育
館
で
、
(
一
一
般
、
小
、
保
)

…
い
る
が
、
町
財
政
の
長
期
見
通
し
は
す
る
経
営
資
産
の
見
積
が
あ
ま
く
な
…
一
診
お
よ
び
B
C
G

柴
小
学
校
で
(
二

5
月
初
日
I
時
羽
分

1
2
時

豊

茂

公

…
ど
う
か
o

(

小

川

儀

三

郎

)

い

か

…

一

般

、

小

)

一

民

館

で

(

一

般

、

小

、

保

)

…
門
答
弁
〕
財
政
の
破
綻
を
ぎ
た
し
て
ま
た
、
今
後
の
明
確
な
経
営
資
料
…
一

5
月
刊
日
1
時
刻
分
t
2
時
ツ
反
故
一

5
月
幻
自
7
時

1
1
時
刻
分
白
滝
公

一
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
、
健
全
を
提
出
せ
よ
。
(
二
宮
金
之
助
)
…
一
診
お
よ
び
B
C
G

戒
川
小
学
校
で
(
一
民
館
で
(
一
般
、
小
、
保
)

一
な
財
政
運
営
で
進
み
た
い
と
因
。
っ
て
門
答
弁
〕
す
で
に
、
経
済
調
査
も
行
一
一
一
般
、
小
)
一
マ
小
児
マ
ヒ
予
防
ワ
ク
チ
ン
投
与

一
い
る
o

(

町
長
)
い
ま
た
現
在
就
航
し
て
い
る
地
域
の
土

5
月
刊
日

5
時

F
5時
担
分
ツ
反
検
一
門
該
当
者
凶
昭
和
信
牛
2
月
%
日
か
ら

…
吋
質
問
〕
来
島
ド
ッ
ク
を
、
誘
致
す
実
積
等
に
基
い
て
、
前
向
き
の
姿
勢
…
一
診
お
よ
び
B
C
G

白
滝
公
民
館
で
一
昭
和
何
年
2
月
刊
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

…

る

か

し

な

い

か

。

で

、

と

り

く

ん

で

い

る

。

(

町

長

)

…

一

(

一

般

、

小

、

保

)

一

も

の

。

ま
た
、
誘
致
す
る
場
合
、
財
源
は
吉
川
胡
凶
②
才
二
次
開
発
事
業
(
工
…
一
マ
日
本
脳
炎
予
防
接
種
一
(
母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
)

…
あ
る
か
0

(

小
川
儀
三
郎
)
場
誘
致
)
の
用
地
造
成
等
に
つ
い
て
…
一
門
該
当
者
〕
満
1
才

以

上

一

5
月
M
日
2
時
集
合
豊
茂
診
療
所
で

…
門
答
弁
凶
残
念
な
が
ら
、
現
在
と
の
ほ
公
共
事
業
の
適
用
が
受
け
ら
れ
る
土
(
初
日
)
初
め
て
後
程
を
受
け
る
希
望
一
(
幼
児
)

…
事
業
中
積
極
的
に
進
め
て
ゆ
く
余
裕
か
。
(
二
宮
金
之
助
)
土
者
の
み
2
回

接

種

(

三

百

円

)

十

5
月刊
ω
白
何
時
集
合
出
海
公
民
館
で

…
は
な
い
。
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
や
工
場
合
合
弁
回
公
共
事
業
で
行
え
る
。
但
…
一
〈
追
加
)
初
回
を
完
了
し
て
毎
年
受
け
一
(
幼
児
)

…
誘
致
事
業
が
一
つ
一
つ
か
た
つ
く
上
し
起
債
で
あ
る
。
指
摘
さ
れ
る
地
域
一
一
て
い
る
も
の

1
回
接
種
(
百
五
十
円
)
一

5
月
凶
日
什
時
集
合
櫛
生
隣
保
鎮
で

…
に
お
い
て
こ
の
間
弱
も
継
続
的
に
つ
は
水
深
が
深
い
た
め
、
採
算
が
と
れ
…
一
(
母
子
手
帳
を
ご
持
参
下
さ
い
)
一
(
幼
児
)

一
明
つ
け
て
ゆ
き
た
い
。
(
町
長
)
る
か
が
問
題
で
あ
る
が
、
今
後
も
坑
…
一

5
月
7
日ー
1
時
l
1
時
日
分
出
海
小
一

5
月
凶
日
1
時
集
合
長
浜
町
体
育
館

一
円
質
問
〕
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
の
経
営
向
き
の
姿
勢
で
頑
張
り
た
い
。
…
一
学
校
で
(
一
般
、
中
、
小
、
保
)
一
で
(
幼
児
)
本
庁
、
青
島
、
ム
「
坊
地
区

一

が

や

れ

な

く

な

っ

た

場

合

、

捜

岸

施

(

町

長

)

…

一

5
月
g
B
1時
犯
分
F
2
時

櫛

生

小

7
3
月
幻
自
2
時
集
合
白
滝
公
宍
館
で

…

設

に

費

し

に

経

済

的

負

担

を

ど

~

ワ

す

…

一

学

校

で

(

一

段

、

小

、

保

)

(

幼

児

)

料

一

年

齢

区

分

一

一

↑

一

五

壮

一

十

一

才

以

上

一

樹
干
ト
一
一
ニ

0
0
0
一
一
ニ
、
一
一
五

0
一
一
一
一
、
五

0
0
一

火十引

4
U引
司
U
剥
ど
』

一
才
未
満

産
汚
物

一
件
に
つ
い
て

1m'l乞つま

60円
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50円

5m3以上 1 

1m'毎に40円|

免
除

工
事
費
の

五
局

一五

O
。。

)¥ 

0 
0 
円

町

内

町地
域
に
よ
り
別
に
定
め
る
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料

小
学
校
児
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及
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中
学
校
生
徒

(毎月 1回発行〕
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第139号

ー
少
数
精
鋭
を
は
か
る
大
巾
異
動
ー

ヰ
イ
二
次
西
田
町
長
就
任
後
、
分
二
段
の
大
巾
な
人
事
異
動
が
四
月
一
日
一

一
付
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
異
動
総
数
は
七
十
三
人
で
一
昨
年
を
上
回
る
大
異
動
と
な
り
ま
し
た
。
一

一
今
度
の
異
動
で
は
、
文
書
課
を
総
務
課
に
統
合
し
た
ζ

と
な
ど
か
ら
、
一

一
多
人
数
の
各
課
に
課
長
補
佐
復
数
制
が
し
か
れ
た
こ
と
や
、
沖
浦
、
内
海
一

一
、
大
和
、
白
滝
の
各
保
育
所
に
男
性
の
所
長
が
配
置
さ
れ
た
こ
と
。
ま
た
一

一
高
令
者
数
名
の
退
職
等
の
影
響
も
あ
っ
て
、
三
課
長
の
異
動
も
み
る
な
ど
一

一
、
事
務
能
率
の
向
上
と
、
ゆ
数
精
鋭
主
義
の
堅
持
を
目
ざ
す
こ
と
と
な
り
一

一

ま

し

た

。

一

全

な
お
今
回
の
異
動
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。
(
か
っ
と
内
は
旧
任
)

。

総

務

課

課
長
補
佐
兼
有
線
放
送
係
長

模
尾
多
喜
夫
(
教

文
書
広
報
係
長友

沢
山
下

l!';]:. カ三

技
手
補

1;，ょ

技

手

技

手

技
手
補

技
手
補

技
手
補

技
手
補

幸艮層重

技
手
補

投
手
補

技
手
補

技
手
補

投
手
補

(毎月 1回発行)

技
手
補

技
手
補

投
手
補

臨

時

臨

時

書

記

(三)昭和43年4月20日

書
記
補

書

記

書
記
補

敬
(
文
書
課
)

一
仁(

公
営
事
業
課
)

三
浦
義
直
(
文
書
課
)

菊
地
郁
子
(
文
書
課
)

山
本
ヤ
エ
子
(
文
書
課
)

都
築
コ
ト
ミ
(
文
書
課
)

宝
生
厚
子
(
文
書
課
)

脇

和

子
(
議
会
事
務
局
)

滝
内
幸
代
(
文
書
課
)

酒
井
恵
子
(
文
書
課
)

松

本

陸

〈

文

書

課

)

清
水
加
奈
子
(
文
警
課
」

込
岡
美
智
子(

公
営
事
業
課
)

河
崎
り
つ
子
(
文
書
課
)

久
保
真
由
美
(
文
書
課
)

河
井
美
校
子
(
文
香
諜
)

石
田
伊
代
子
(
税
務
課
)

二
宮
初
美
(
文
書
課
)

山

下

国

広(
今
坊
隣
保
館
)

上
田
富
貴
男
(
文
書
課
)

横
道
里
見
(
文
書
課
)

河
井
八
恵
(
文
書
課
)

。

税

務

課

課
長
補
佐
藤
岡
喜
代
夫
(
住
民
課
)

書

記

梶

田

秀

信

(

教

委

)

書
記
補
奥
野
政
信
(
住
民
課
)

@

産

業

課

課

長

佐

々

木

隆

(
公
営
事
業
課
)

坂
井
弥
八
郎
(
建
設
課
)

課
長
補
佐

課
長
補
佐
兼
社
会
係
長

平
井
源
一
(
税
務
課
)

書

記

西

山

進

(

総

務

課

)

今
坊
隣
保
館
主
事
兼
喜
多
灘
連
絡
所
主

任
兼
今
坊
支
館
主
事

藤
本
富
雄
(
中
学
校
〉

(
長
併
老
人
ホ
!
ム
白
山
園
)

看

護

婦

橋

本

ア

サ

子(
青
島
診
療
所
)

嘉
子(

大
和
保
育
所
)

。

建

設

課

課

長

畑

山

書

記

補

山

田

技

手

中

国

早
川
官
)

技
手
補

。

開

発

課

課

長

土

居

書

記

大

元

。

住

民

課

寮

母

鶴
夫
(
産
業
課
)

紀
子
(
総
務
課
)

晋
(
産
業
課
)

主果
J1I 

純
行

(
公
営
事
業
課
)

孝
童
(
文
書
課
)

宗
一
(
産
業
課
)

谷
本

(
長
浜
保
育
所
)

保

母

大

藤

泰

子

(

豊

保

母

大

成

節

子

(

沖

臨
時
一
渥
小
谷
古
川
津
美
(
白

恵
子
(
大
和
)

春

代

(

新

)

臨

時

雇

水

本

臨

時

麗

徳

田

(
沖
浦
保
育
所
)

所
長
垣
見
金
治
郎
(
税
務
課
)

調
理
員
山
本
満
子
(
大
仁
和
)

(
喜
多
灘
保
育
所
)

保

母

藤

淵

美

枝

子

(

長

(
豊
茂
保
育
所
)

主
任
保
母
山
本
美
智
子
(
大

(
出
海
保
育
所
)

所

長

河

野

保

母

西

山

保
母
一
一
一
谷

(
櫛
生
保
育
所
)

平
士
口
(
産
業
課
)

逸
子
(
櫛
生
〉

光
江
(
長
浜
〉

主

任

保

母

徳

田

恭

子

(

沖

浦

)

保

母

石

川

令

子

(

出

海

)

栄

養

士

西

内

由

美

子

(

新

)

(
大
和
保
育
所
)

所

長

一

宮

伸

昂

(

産

業

課

)

主
任
保
母
国
村
恒
子
(
沖
浦
)

保

母

坂

井

拘

子

(

豊

茂

)

技

手

鎌

田

恵

美

子

(

白

滝

)

臨

時

池

田

千

代

(

新

)

(
白
滝
保
育
所
)

所

長

平

田

春

美

(

住

民

課

)

保

母

城

ノ

戸

民

子

(

長

浜

)

調
理
員
宮
下
紀
久
重
(
白
山
薗
)

臨
時
荒
金
喜
久
子
(
喜
多
灘
)

(
青
島
診
療
所
)

嘱
託
看
護
婦

井
上
美
代
子
(
住
民
課
)

O
公

営

事

業

課

課

長

小

谷

喜

吉

(

建

設

課

)

O
議

会

事

務

局

書

記

日

野

敏

子

「

開

発

課

)

。

教

育

委

員

会

学
校
教
育
係
長泉

芳
信
(
開
発
課
)

中
央
公
民
館
主
事

山
崎
一
義
(
文
書
課
)

中
学
校
書
記

槙
尾
ハ
ツ
子
(
建
設
課
)

な
ぎ
さ
寮
母

宮
岡

な
ぎ
さ
寮
栄
養
士

大
橋

滝滞 茂
、、J 、J '-' 

国
民
年
金
と
い

5
一
言
葉
を
ご
存
知
で
い
ま
す
。
六
十
五
才
か
ら
、
国
民
年
一

一
す
か
。
七
十
才
以
上
の
お
年
寄
り
ゃ
身
金
の
老
令
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
一

一
一
体
竪
菅
者
が
受
け
て
い
る
福
祉
年
金
も
二
十
五
年
と
い
う
長
い
期
間
が
必
要
一

一
一
一
国
民
年
金
の
一
つ
で
す
。
た
だ
、
福
祉
で
す
し
、
ま
た
、
途
中
で
事
故
に
あ
一

八
年
金
は
、
保
険
料
を
納
め
る
期
聞
が
な
っ
た
と
曾
に
は
、
加
入
は
も
ち
ろ
ん
一

一
一
か
っ
た
人
に
出
て
い
る
も
の
で
、
国
民
保
険
料
を
納
め
る
な
り
免
除
を
受
け
一

一
一
年
余
の
中
心
は
、
老
後
、
け
が
、
病
気
て
い
ま
せ
ん
と
、
年
金
は
受
け
ら
れ
一

-
死
亡
な
ど
に
備
え
て
、
月
づ

J

-

フ
ハ
ま
せ
ん
の
で
ま
だ
加
入
し
一

号
保
険
料
を
納
め
る
拠
出
年
~
J
-
…
て
い
な
い
人
は
、
早
く
属
一

~

金

で

す

。

…

に

よ

…

け

出

を

し

て

く

だ

さ

い

。

一

一
会
社
や
工
場
に
勤
め
る
人
.
…
告
仏

1ν
一
国
民
年
金
の
保
険
料
は
一

一
に
は
厚
生
年
金
、
船
員
長
二
一
、
ま
ん
現
在
、
一
二
十
四
才
ま
で
月
一

一
公
務
員
に
は
共
済
組
合
が
あ
~
右
「
』
パ
}
二
百
円
、
三
十
五
才
か
ら
一

一
っ
て
、
毎
月
の
給
料
か
ら
保
一
民

L
…
月
二
百
五
十
円
と
な
っ
て
一

一
険
料
を
納
め
、
老
後
、
け
が
…
自
↓
人
J

い
ま
す
が
経
済
的
な
理
由
一

一
病
気
あ
い
は
死
亡
の
際
の
所

J
f
旧
ん
に
よ
っ
て
保
険
料
を
納
め
一

一
得
保
障
を
目
ざ
し
て
い
ま
す

fλ

る
の
が
困
難
な
人
に
は
司
一

…
国
民
年
金
は
、
農
業
や
漁
業
に
従
事
届
け
出
を
す
れ
ば
、
保
険
料
が
免
除
一

一
す
る
入
、
商
底
の
経
営
者
や
終
業
員
あ
さ
れ
る
し
く
み
も
あ
り
ま
す
の
で
ど
一

一
る
い
は
無
職
の
人
ま
で
含
め
て
、
い
ま
遠
慮
な
く
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
…

一
ま
で
、
年
金
制
度
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
加
入
居
の
用
紙
、
免
除
の
申
請
書
一

一
い
た
あ
ら
ゆ
る
職
業
の
人
た
ち
の
年
金
と
も
市
町
村
役
場
に
あ
り
、
そ
こ
で
一

一

制

度

で

す

。

受

付

も

し

て

お

り

ま

す

。

な

お

、

く

一

一
と
れ
で
お
わ
か
り
の
よ
う
に
、
国
民
わ
し
い
と
と
は
町
役
場
ま
た
は
、
一

一
年
金
の
対
象
は
非
常
に
広
い
た
め
、
ま
社
会
保
険
事
務
所
へ
お
た
ず
ね
く
だ
一

一

だ

少

し

加

入

も

れ

と

な

っ

て

い

る

人

が

き

い

。

一

v

J

'

F

r

一JF
-

一一

一
福
祉
年
金
所
得
状
況

'
0・

U位
一

一
届
を
出
し
ま
し
ょ
う

mvluwい
時
一

戸

、

司

、

v

一
七
十
才
以
上
の
お
年
寄
り
、
母
子
家
養
義
務
者
の
所
得
の
場
合
は
、
扶
養
一

一
庭
の
お
母
え
ん
あ
る
い
は
身
体
障
宏
之
君
親
族
五
人
(
六
人
家
族
)
の
標
準
世
一

一
が
受
け
て
い
ま
す
福
祉
年
金
は
、
所
得
帯
で
七
十
六
万
円
ま
で
が
、
八
十
四
一

一
制
限
が
あ
り
、
受
け
て
い
る
本
人
、
配
万
五
千
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
一

、

偶

者

、

扶

養

義

務

者

の

所

得

に

よ

っ

て

…

な
お
、
と
の
改
正
案
に
は
、
年
金
一

〈

支

給

さ

れ

る

か

ど

う

か

が

決

ま

り

ま

す

一

額
の
増
額
も
含
ま
れ
て
い
て
、
十
月
一

一

と

の

所

得

の

審

査

は

、

福

祉

年

金

を

一

一
受
け
て
い
る
人
が
毎
年
六
月
中
に
、
前
か
ら
老
令
福
祉
年
金
が
千
二
百
円
、
一

…
年
度
分
の
所
得
を
所
得
状
況
届
に
ょ
っ
障
害
、
母
子
お
よ
び
準
母
子
福
祉
年
一

一
て
報
告
し
、
と
の
報
告
に
基
づ
い
て
行
金
が
二
千
四
百
円
、
そ
れ
ぞ
れ
増
額
一

一

な

わ

れ

ま

す

。

と

の

届

を

出

し

忘

れ

ま

さ

れ

ま

す

。

一

一
す
と
、
県
で
は
審
査
が
で
ぎ
ず
、
福
祉

E
}
;
t
l

、

一

こ
D
よ
う
な
犬
先
か
ら
、
い
ま
ま
九

一
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず

E

G

J

7

4

2

1

L

一

エ
レ
キ
ベ
ジ
ド
、
ず
、
ス
ピ
リ
ッ
ツ
一
一
六
月
中
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
で
福
祉
年
金
が
も
ら
え
な
か
っ
た
人
一

(
米
川
幸
彦
君
、
上
回
芳
明
君
、
池
田
一
一
ま
た
、
昨
年
こ
の
属
け
を
し
た
結
果
も
、
そ
の
ま
ま
放
っ
て
お
か
ず
に
、
一

一
一
所
得
が
多
か
っ
た
た
め
に
福
祉
年
金
の
福
祉
年
金
の
所
得
状
況
届
を
出
さ
れ
一

実
君
、
渡
辺
信
平
君
)
で
は
、
代
表
米
一
一
支
給
を
停
止
さ
れ
た
人
、
あ
る
い
は
、
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
一

川
幸
彦
君
(
長
浜
町
大
黒
町
)
か
ら
班
十
一
所
得
が
多
く
て
、
い
ま
ま
で
一
度
も
所
さ
ら
に
、
お
願
い
い
た
し
た
い
と
一

奏
会
で
得
た
収
爺
金
二
千
円
を
長
引
浜
田
一
一
得
状
況
屈
を
出
さ
な
か
っ
た
人
が
た
く
と
ま
、
住
所
や
氏
名
が
変
っ
た
と
き
一

社
会
福
祉
事
業
の
資
金
に
し
て
ほ
し
い
ご
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
人
た
ち

i

一

で

あ

る

い

は

新

た

に

恩

給

な

ど

を

受

け

一

‘

ご

と

ろ

銀

行

へ

寄

付

さ

れ

ま

し

て

に

お

知

ら

せ

し

た

い

こ

と

は

、

福

祉

年

~

た

。

一

一

会

所

得

制

限

は

、

毎

年

の

よ

う

に

限

る

よ

う

に

な

っ

た

と

在

、

必

ず

町

一

一
度
額
が
引
を
上
げ
ら
れ
て
い
て
、
本
年
役
場
へ
届
け
出
て
い
た
だ
き
た
い
と
一

V
増

田

さ

ん

土

も

、

い

ま

関

か

れ

て

い

る

国

会

に

改

正

と

で

す

。

一

ゴ
案
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
コ
届
け
が
遅
く
な
り
ま
す
と
、
年
金
が
一

大
字
豊
茂
の
培
田
輝
夫
氏
は
、
金
一
一
一
ま
す
と
、
本
入
所
得
は
、
昨
年
、
二
十
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
受
け
と
っ
一

封
を
香
典
返
し
の
か
わ
り
に
「
豊
茂
支
で
六
万
円
以
下
で
な
け
れ
ば
、
福
祉
年
金
た
年
金
を
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
一

一
一
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
と

館
の
運
営
資
金
に
充
当
し
て
ほ
し
い
」
一
一

b
は
子
市
八
万
円
ま
で
認
め
ら
れ
る
と
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
一

と
長
浜
町
公
民
館
豊
茂
支
館
に
寄
付
さ
ご
と
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
配
偶
者
、
扶
斗
で
、
早
く
届
け
て
く
だ
さ
い
。
川
，

h
ド
u

ま

し

た

。

二

{ 亀
古
(
住
民
課
)

京
子(

長
浜
保
育
所
)

な
ぎ
さ
寮
調
理
員

泉

友
江(

沖
浦
保
育
所
)
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が
ア
ン
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で
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に
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テ
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
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ス
ク

i
ん
に
参
加
を

す
べ
て
の
人
の
心
の
中
に
は
「
善
意
」

が
あ
り
ま
す
。

そ
の
「
善
意
」
を
私
た
ち
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ど
の
よ
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山
日
開
山
川
i
l
k
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h
l
一

品

備

制

柳

川

週

一

川
村
同
日
ト
ド
謀
議
室
戸
一

春
の
大
そ
う
じ
は
、
力
、
ハ
ェ
、
ノ
一
こ
と
し
の
山
口
バ
一
一
い
か
ら
山
市
ま
ら
ゴ
一

、
ネ
ズ
ミ
な
ど
の
害
虫
を
紋
民
的
に
一
ル
デ
ン
。
ウ
ィ
ー
ク
を
み
交
す
ん
一
、

退
治
す
る
こ
と
に
重
点
を
お
き
ま
し
ょ
一
二
十
八
日
日
曜
日

ぅ

。

一

二

十

九

日

月

眼

目

天

日

誕

生

日

天

井

裏

懐

中

電

灯

で

照

ら

し

な

一

で

岡

兵

の

川

日

が

ら

よ

く

ほ

こ

り

を

取

り
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消

毒

剤

を

一

火

山

日

噴

霧

中
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を

利

用

し

て

、

た

っ

ぷ

り

か

け

一

水

曜

日

J
1
T
1

ま

す
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消

毒

剤

は

、

薬

局

な

ど

で

よ

く

一

木

M
M
日

八

十

八

夜

相

談

を

す

る
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一

令

曜

日

ー

ゼ

沃

記

入

ふ

川
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一
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国
「
元
の
何
日

床

下
1
消

毒

剤

、

石

灰

な

と

十

分

土

山

ま
く
。

ヨ

程

日

と

ど
J

も
の
日

た
た
み
の
一
世
一
ι
i
よ
く
日
に
当
て
て
ほ

l
f

で
国
民
の
凶
日

こ
り
を
た
た
き
出
す
。
床
板
の
上
に
は

新
し
い
新
聞
紙
を
三
枚
ぐ
ら
い
重
ね
て

敷
く
。
消
毒
剤
を
忘
れ
ず
に
十
分
か
け

v
Q
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